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江東区森下文化センター・平成２１年度後期講座 

「東京湾の社会学」テキスト１ 
第３回：１２月５日：担当講師：中島 満 
 

東京湾と人のかかわりの歴史 
―「海の道」をたどり江戸前の海と食文化を考える― 
 
（１）講師（なかじま・みつる）プロフィル：1949 年埼玉県生まれ。1973 年横浜市立大学社会

学科卒。水産業界紙記者・編集者を経て、1995 年まな出版企画設立、同社代表として現在に至る。フリ

ーライターとして、海・魚（漁業史）と食（ 文化史）をジャンルに著作の発表を続ける。WEB サイト

「MANA しんぶん」（http://www.manabook.jp）主宰。 

〈主な著作〉「接点の海― 富津漁民群像」（共著『闘いの海から』現代技術評論社）1974 年。「補償済み

海面の不思議な性格―千葉県富津町」「元祖漁業権―ハゼ釣りの共同漁業権［京都府久美浜湾］」（『海の

「守り人」論』まな出版企画）1996 年。『若狭の漁師、四季の魚ばなし』（貝井春治郎著、中島聞き書き）

草思社、1996 年。「和歌山県すさみ・徳島県牟岐・東京湾お台場の事例紹介」（共著『ローカルルールの

研究』まな出版企画所収）2006 年。『「里海」って何だろう？―沿海域の利用とローカルルールの活用

―』（東京水産振興会、水産振興№４８７）2008 年。東京新聞木曜掲載コラム「味探検」1997 年～2005

年連載 445 回。「お氷さまと富士参り」（共著・NHK 知るを楽しむ歴史に好奇心テキスト『江戸時代夏の

一日』）2006 年。「東明慧日禅師の偉大な足跡」（『白雲庵物語』所収）2007 年。 
 
（２）本日お話しする内容 

① 東京湾とはどういうところか（歴史・地理・社会：人のくらしと自然環境のか

かわり） 
② 東京湾と漁業 
③ 東京湾を歩いてみよう―食と歴史と文化を自分の足と眼と感性で実感してみよ

う 
④ 江戸前の食べあるきにでかけてみました 
⑤ あなたにとってのローカルな視点を大切にしていきましょう。 

（３）東京湾略史 
○ 縄文時代前記から中期……奥東京湾に多くの貝塚が形成：クロダイ、マダイ、サバ、

ボラ、アジフグ、スズキなどのほか、ハゼのような小型魚の魚骨も確認される

ようになり、多様な魚種の採捕が行なわれていた。また、ハマグリからイボキ

サゴまで各種貝類が採取されていました。 
○ 縄文時代後期………………このころ「大森貝塚」が形成。明治１０年来日した米国の

動物学者エドワード・モースにより発見される。 
○ １１８０年（治承４）……源頼朝、伊豆で挙兵するも、平氏軍に敗戦、真鶴から海路
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安房国に逃れる。安房上総の千葉氏北条氏らの協力を得て、頼朝に帰順した江

戸氏の助けを受け隅田川を渡り、相模・鎌倉の地を拠点とすべく１０月鎌倉に

はいる。 
○ １１９２年（建久３）……頼朝征夷大将軍となる。 
○ １４５６年（康正２）……太田道灌江戸城の築城始める。 
○ １５９０年(天正 18) ……豊臣秀吉小田原北条氏攻め、江戸城も攻略され開城。8 月

徳川家康、江戸城に入る。【漁】芝浦・金杉浦猟師、家康の渡河を助け、苗字拝

領し漁業免許を頂戴、魚初穂を献上。 
○ １６００年（慶長５）……関が原の戦い、佃村漁師共御召、御菜御魚献上、朱印頂戴

したとされている。 
○ １６０３年（慶長８）……家康征夷大将軍となる。 
○ １６０４年（慶長９）……日本橋を基点とする諸街道（５街道など）整備、一里塚を

おく。 
○ １６１３年（慶長 18）……佃島漁民に対し、江戸近辺の海川において網引き御免の証

文が発行される。このころ、佃漁民は、江戸安藤対馬守屋敷近辺小網町町屋敷

地を拝領、石川四郎右衛門屋敷などに居住。 
○ １６１４年（慶長 19）……木更津の水主が、大坂冬の陣の功労により内湾舟運特権を

得る。 
○ １６３０年（寛永７）……将軍家光江戸前で幕府水軍閲兵。深川猟師町漁民が、この

年から江戸城本丸に一月御菜御肴上納はじめる。佃漁民、お成りの節御役船渡

し船などの諸役を勤める。芝浦金杉漁民一月魚初穂上納。 
○ １６４２年（寛永 19）……佃漁民、鉄砲洲干潟百間四方拝領。2 年後普請のすえこの

地が佃島（嶋）と名づけ、無税地となる。 
○ １６５４年（承応３）……玉川上水が完成する。 
○ １６８６年（貞享２）……生類憐みの令。 
○ １７０３年（元禄 16）……佃島漁師のとる白魚が名物となる。 
○ １７１１年（正徳元）……芝浦・金杉浦が江戸前総元締めとなる。 
○ １７１７年（享保２）……大岡越前守忠相、町奉行となる。 
○ １７３５年（享保 20）……御菜八ケ浦組合が成立。 
○ １７４２年（寛保２）……幕府「漁撈海川境論」制定。 
○ １７５３年（宝暦３）……武蔵国糀谷村と大森村との間で海苔ヒビ場紛争がおき、示

談となる。宝暦５年同問題再燃、翌七年採決され決着。 
○ １７９８年（寛政 10）……品川洲崎に鯨が上がる。将軍家斉が浜御殿でこれを見物。 
○ １８１６年（文化 13）……江戸内湾漁業組合（湾内漁業者代表）成立、江戸内湾漁獵

大目三十八職の覚書が交わされる。神奈川浦集会。 
○ １８２１年（文政４）……近江屋甚兵衛、上総国人見村（現在の君津市）で海苔（ア

サクサノリ）の養殖に着手。 
○ １８３４年（天保５）……安藤広重「東海道五十三次」刊行。 
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○ １８３７年（天保７）……斎藤月岑他編「江戸名所図会」刊行完了。 
○ １８３８年（天保９）……同編「東都歳時記」刊行。 
○ １８３９年（天保 11）……遠山左衛門尉景元、町奉行となる。 
○ １８４７年（弘化４）……大森の三浦屋田中藤左衛門が焼き海苔を始める。日本橋乾

海苔茶仲間が結成。 
○ １８５３年（嘉永６）……アメリカ東インド艦隊司令長官ペリー、浦賀来航。お台場

築造はじまる。翌１８５４年、日米和親条約締結。１８５８年日米修好通商条

約締結。 
○ １８６０年（万延元）……井伊大老暗殺、桜田門外の変。 
○ １８６７年（慶応３）……徳川慶喜大政奉還。１８６８年五箇条御誓文。王政復古の

大号令。同年官軍江戸城入城。 
○ １８６８年（慶応４／明治元）……江戸を東京に改称。東京府開庁。明治改元。１０

月天皇東京に到着。江戸城は皇居となる。 
○ １８７２年（明治５）……新橋―横浜間鉄道開通。 
○ １８８１年（明治 14）……船橋九日二十六町歩を埋め立て塩業開発始まる。この年、

「内湾組合契約書」が取り交わされ、東京内湾組合が再興される。１２月 11
日内湾浦々三十八職の漁法が明文化される。この年、富津岬に保塁建設始まる。

第一海堡建設、明治 23 年完成。 
○ １８８３年（明治 16）……千葉町で水産集談会開催。 
○ １９０１年（明治 34）……漁業法公布（いわゆる「明治漁業法」：旧漁業法） 
○ １９１０年（明治 43）……漁業法全文改正（いわゆる「明治漁業法」：改正漁業法） 
○ １９２０年（大正９）……浅野総一郎（東京湾埋立(株)・京浜運河(株)：浅野セメント

創始者）京浜工業地帯構想が具体的進展へ（実質１９１３年大正年以降順次埋

立事業が進展中）。 
○ １９６３年（大正 12）……関東大震災で消失した日本橋魚市場に変わり、築地魚河岸

が建設、12 月開場式が挙行。 
○ １９２６年（昭和元）……昭和改元。 
○ １９３１年（昭和７）……羽田空港完成。 
○ １９４１年（昭和 16）……館山港沖合い湾内で鯨３００頭余捕獲。／１２月太平洋戦

争はじまる。 
○ １９４５年（昭和 20）……ポツダム宣言受諾、無条件降伏：敗戦。 
○ １９４８年（昭和 23）……水産業協同組合法制定。 
○ １９４９年（昭和 24）……漁業法制定（いわゆる「新漁業法」）：漁業制度改革 
○ １９５７年（昭和 32）……千葉県内湾漁業権放棄（すでに 54 年曽我が放棄済み）こ

の年から 1977 年（昭和 52 年）まで 20 年間に行なわれる。合計 42 漁協の組

合のうち 37 漁協が放棄実行し、1 万 4631 人（一部・全面重複含めのべ 2 万 3551
人）の組合員に合計 1157 億円の補償金額が支払われた。概略喪失漁場 2 万８

１６２ｈａ。（その実質最後の大型埋立が富津地区。１９６８年から７０年にか
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け順次各組合が協定書調印） 
○ １９５８年（昭和 33）……浦安―本州製紙事件 
○ １９６０年（昭和 35）……所得倍増計画 
○ １９６２年（昭和 37）……◎東京都内湾全面漁業補償締結（内湾１７漁協４１６５名。

総額３３０億円。）全国総合開発計画 
○ １９６５年（昭和 40）……◎横浜「根岸湾ハ地区埋立事業」市と漁業者との交渉妥結 
○ １９６６年（昭和 41）……我妻栄鑑定書（大阪府泉大津漁協の補償金配分をめぐる訴

訟事件で原告側から提出された漁業権の権利主体を総有説に基づき論述した鑑

定を行う。判決は７７・６） 
○ １９６７年（昭和 42）……公害対策基本法 
○ １９６８年（昭和 43）……◎横浜市「金沢地先埋立計画」を議会可決。／新潟で開か

れた日本弁護士会による「公害シンポジウム」で環境権概念が始めて打ち出さ

れる。   
○ １９６９年（昭和 44）……米「天然資源保全及び環境保護法」草案（環境法概念の法

案化）／新全総 
○ 1970 年（昭和 45）……国際社会科学評議会他「公害国際会議」で環境権を基本的人権

として位置付ける旨の要請をおこなう。／大阪弁護士会が環境権を提唱／公害

対策基本法改正により環境基準等条項盛り込まれる。 
○ １９７１年（昭和 46）……◎横浜市金沢地先埋立協定書に市と漁業者側が調印／○全

国自然保護連合第 1 回総会（全国自然保護のつどい・神奈川県）○千葉の干潟

を守る会「東京湾を死の海にするな」のスローガンのもと活動を始める。／ラ

ムサール条約が採択（イラン・ラムサール）―湿地保全における「賢明な利用

（Wiseuse＝ワイズ・ユース）」の基本原則が以後「環境政策」の方向性として

定着していく。／◎風成判決（大分地裁） 
○ １９７２年（昭和 47）……国連人間環境会議（ストックホルム）において「環境権」

を人間の当然の権利としてアピール 
○ １９７３年（昭和 48）……豊前火力に反対して火力発電所建設差し止め請求訴訟。松

下竜一氏らによる「豊前環境権裁判」提訴／「公害を告発する高砂市民の会」

の集会において高崎裕士氏らから「入浜権」の概念誕生する。◎瀬戸内海漁民

会議（横井安友）結成。漁民と市民との連帯を強く呼びかける。 
○ １９７４年（昭和 49）……全漁連等主催「漁業危機突破全国漁民大会」（東京）開催

／三菱石油水島貯油タンクより C 重油流出事故 
○ １９７５年（昭和 50）……入浜権宣言発す（三菱事故抗議・海を活かしコンビナート

を拒否する東京集会）／○第 1 回全国干潟シンポジウム（愛知県・汐川宣言）

―汐川干潟を守る会編「干潟からの声―全国干潟シンポジウム１９７５汐川」

／○沖縄国際海洋博覧会 
○ １９７６年（昭和 51）第 2 回全国干潟シンポジウム（千葉県）―千葉の干潟を守る会

編「干潟からの声―全国干潟シンポジウム１９７６千葉」で、東京湾保全基本
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法構想が提起される。／○～77 年にかけてソ連・米国等が２００カイリ漁業専

管水域実施、世界は２００カイリ体制に。 
○ １９８１年（昭和 56）……◎横浜市金沢地先埋立実施と漁業補償協定に伴い柴漁業協

同組合解散、あらたに横浜市漁業協同組合（柴支所）設立。／第１回全国豊か

な海づくり大会、以後毎年開催。 
○ １９８４年（昭和 59）東京湾会議が発足／第 5 回日本環境会議（川崎市）で東京湾問

題を討議。／大野一敏「サンフランシスコ湾計画」日本語版を発表 
○ １９８５年（昭和 60）……東京湾会議主催「第 1 回東京湾シンポジウム」。 
○ １９８６年（昭和 61）……―東京湾会議主催「第 2 回東京湾シンポジウム」で「東京

湾の環境と未来」討議。○東京湾フォーラム「東京湾シンポジウム」開催し「東

京湾の再生と保全を求めて」を討議。○東京弁護士会「東京湾保全基本法」を

提言。 
○ １９８７年（昭和 62）……横浜市漁業協同組合（柴支所）直営、魚の直売所開設 
○ １９８９年(昭和 64/平成元)……○第 1 回国際湿地シンポジウム（名古屋）○内山節編

「《森林社会学》宣言―森と社会の共生を求めて」（有斐閣）刊。／◎最高裁第

１小法廷が「現在の共同漁業権は古来の入会漁業権と全く性質が変わっており、

漁民の総有ではなく法人としての漁業協同組合に帰属する。補償金配分も漁民

全員一致ではなく、漁協の総会決議で決めるべきだ」とする判決をだす。／昭

和天皇崩御元号平成に。／中国天安門事件。／ベルリンの壁崩壊。 
○ １９９０年（ｈ２）……○バブル崩壊 
○ １９９３年（ｈ５）……ラムサール条約第５回締約国会議初めて日本で開かれる（釧

路市）／◎静岡県沼津市の大瀬崎ダイビングスポットの設置と潜水利用料を地

元漁協が徴収することが合法か否かの「大瀬崎Ｄ昭和裁判」はじまる。／◎環

境基本法制定（公害対策基本法廃止）、環境アセスメントが始めて盛り込まれる。 
○ 1994（ｈ６）……○畠山重篤著「森は海の恋人」（北斗出版）刊。以降、漁民による植

樹活動から市民が参加する全国的な森・川・海の連環を考えるための植樹運動

広がる。／○国連海洋法条約発効○地球温暖化防止条約発効。／○関西国際空

港開港。 
○ 1995（ｈ７）……大瀬崎Ｄ昭和裁判の静岡地裁沼津支部判決。潜水利用料は「漁業権

侵害の受忍料」とも考えられ「一村専用漁場の慣習」が法律的根拠にもなりう

るとして被告漁協側勝訴判例となる（原告控訴）。／阪神淡路大震災。 
○ 1996（ｈ８）……○三番瀬を守る署名ネットワークの活動開始／大瀬崎Ｄ昭和裁判の

東京高裁判決。潜水利用料は現行法規解釈では「不当利得」に当たるとし原告

勝訴（被告漁協控訴）。／国民の祝日「海の日」制定。 
○ 1997（ｈ９）……諫早湾干拓潮受堤防閉め切り（いわゆるギロチン）を農水省断行。

／◎ロシア船籍タンカー・ナホトカ号が日本海壱岐沖合で座礁により重油流出

事故発生。未曽有の漁業被害だったが、漂着した重油回収海浜の清掃のために

全国から市民ボランティアが集まり、漁村住民と市民との共同作業の交流が力
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を発揮。／東京湾でタンカー・グレース号原油流出事故発生。／河川法改正「関

係住民の意見を反映させるための必要な措置を講じ」る規定が盛り込まれる。

／◎地球温暖化防止京都会議において京都議定書作成。 
○ 1998（ｈ10）……三番瀬を守る署名ネットワークが、三番瀬埋立て計画の撤回を求め

る署名 12 万人を千葉県知事に提出。 
○ 2000（ｈ12）…大瀬崎Ｄ昭和裁判最高裁は、高裁の潜水利用料は不当利得とする解釈

に誤りがあるとし、金額・徴収等の合意があったかが審理不尽のため高裁差し

戻し判決でる。12 月大瀬崎Ｄ昭和裁判東京高裁差し戻し審では、潜水利用料の

徴収に合意があったと認定し、被告漁協側勝訴（原告控訴せず 2001 年 2 月確

定）。 
○ 2001（ｈ13）……「宝の海を返せ！水門を開放しろ！」諫早湾干拓の潮受堤防に向け

て関係漁民が漁船による海上デモ実施。６月「瀕死の海からの証言―有明海・

諫早湾～不知火海・球磨川の漁民たち」緊急シンポジウム開催（東京）／◎三

番瀬計画撤回を公約して千葉県堂本知事当選。／○有明海ノリ不作問題深刻化。

／◎千葉県木更津を拠点に漁業者等が「里海づくり」をめざし東京湾で絶滅し

たアサクサノリ種のノリ養殖に挑戦を始める（→04 年 11 月ノリ製品生産化に

成功）。／水産基本法公布・施行。同時に漁業法等改正が行われる（水産基本法

等４法の制定改正）。 
○ 2003（ｈ15）……国土交通省・海上保安庁関係部署を事務局とする「東京湾再生推進

会議」が「『東京湾再生のための行動計画』について」をまとめ公表 
○ 2004（ｈ16）……○千葉県三番瀬再生計画検討委員会「三番瀬再生計画」策定公表。

／◎千葉県木更津の漁業者が中心になって「NPO 法人盤州里海の会」設立。東

京湾で絶滅したアサクサノリやハマグリなどを再生させる行動を起こした。盤

洲干潟や小櫃川河口干潟の自然を生かした漁業者と市民とが漁業の暮らしをと

おして交流と行動をおこしていく森川里海のめぐりの里づくり運動を始める。 
○ 2006（ｈ18）……柳哲雄「里海論」刊行（「里海」とは，人手が加わることによって生

産性と生物多様性が高くなった海を意味し、これからの日本のが目指すべき「人

と海との理想的関係」を提言） 
○ 2007（ｈ19）……里海（里浜）、里川の考え方が広まる。行政による予算措置が講じら

れる施策にも取り入れられるようになりほぼ認知／「海洋基本法」制定／「高

木委員会」最終報告「魚食をまもる水産業の戦略的な抜本改革を急げ」水産業

改革髙木委員会（日本経済調査協議会） 
○ 2008（ｈ20）……「里としての海を考えるシンポジウム」全漁連（水産庁助成） 
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資料Ａ：東京湾漁場図：明治４１年泉水宗助発行：地名参照用 
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